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勝
山
藩
も洋

式
大
砲
を
造
っ
て
い
た

（142）

　

十
数
年
前
、
襖ふ
す
まの
裏
貼
り
に
さ
れ
て
い

た
勝
山
藩
の
貴
重
な
文
書
が
百
枚
ば
か
り

見
つ
か
っ
た
。
そ
の
一
枚
（
表
紙
）
に
「
嘉

永
四
辛
亥
（
一
八
五
一
）
年
四
月
よ
り
西

洋
流
三
貫
目
忽こ
つ
ば
く
（
砲
）
壱い
っ
ち
ょ
う挺・
百
五
拾

目
野
戦
熕こ
う

壱
挺
、
百
目
自
在
炮ほ
う

壱
挺
、

鋳い
た
て立
並
び
に
台
車
・
鉄
具
共
諸
入
用
勘
定

帳　

木
原
作
」
と
あ
り
、
梅う
め

田だ

伝で
ん

兵べ

衛え

が

金
八
拾
六
両
弐
歩
弐
朱
と
銀
弐
匁
三
分
を

献
上
し
、
町
源
右
衛
門
が
金
三
十
五
両
と

銀
百
三
匁
壱
分
八
厘
を
献
上
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

幕
末
に
は
、
ロ
シ
ア
の
使
節
レ
ザ
ノ
フ

（
一
八
〇
四
）
や
イ
ギ
リ
ス
船
フ
ェ
ー
ト

ン
号
（
一
八
〇
八
）
の
騒
ぎ
か
ら
外
国
船

打
払
令
が
出
さ
れ
、
幕
府
や
諸
藩
の
動
き

の
中
で
、
勝
山
藩
も
洋
式
大
砲
鋳
造
に
踏

み
切
っ
た
の
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

で
、
九
月
八
日
に
は
鋳
立
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
が
「
脇
屋
家
家か

ふ譜
」
に
見
ら
れ
る
。

先
の
諸
入
用
勘
定
帳
に
よ
っ
て
、
資
金
や

資
材
の
手
当
、
鋳
造
作
業
の
内
容
が
具
体

的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
勘
定
帳

の
末
尾
に
は
、
同
五
年
七
月
七
日
に
野
戦

熕
一
挺
・
自
在
炮
一
挺
、三
貫
目
忽
ば
く（
砲
）

（
ホ
イ
ッ
ス
ル
砲
）
が
で
き
た
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
砲

鋳
造
の
奉
行

は
脇わ
き

屋や

右う

馬め

之の

助す
け

で
、
実
際
の

鋳
造
の
技
術
指

導
と
監
督
に
当

た
っ
た
の
は
、

波は

多た

野の

季す
え

雄お

・

野の

尻じ
り

和わ

助す
け

で

あ
っ
た
。
こ
の

二
人
は
同
三
年

二
月
、
大
野
藩
の
小お

形が
た

元も
と
す
け助
に
入
門
し
洋

式
砲
術
を
学
ん
で
い
る
。
な
お
波
多
野
は
、

最
も
早
く
か
ら
西
洋
砲
術
を
取
り
入
れ
た

高
島
秋
帆
の
高
弟
下
曽
根
金
三
郎
に
学
ん

で
い
る
。
こ
の
指
導
の
も
と
に
、
鋳
造
に

は
後
町
鍛
冶
屋
小こ
ば
や
し林
安や
す

太だ

夫ゆ
う

が
当
た
り
、

台
車
な
ど
の
木
造
部
分
に
は
立
石
大
工
八や

百ほ

金
作
が
当
た
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
御
武
器

鍛
冶
・
御
武
器
大
工
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
大
砲
は
、
水
戸
天
狗
党

の
大
野
通
行（
一
八
六
四
）、慶
応
元
年（
一

八
六
五
）
の
第
二
次
長
州
出
兵
に
際
し
て

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔

「文化祭企画・
アイディア事典」

「金メダリスト
ものがたり」「定年待合室」

彩図社編集部／編
彩図社

マイケル・ハーレー／原著
ベースボール・マガジン社

江波戸　哲夫／著
潮出版社

中学・高校における文化祭のさまざまな装
飾アイディア、企画実現のためのノウハ
ウ、買い出しのヒントなどを具体的な手法
を中心に解説。実行委員が文化祭全体を
よりよくするための工夫、参加団体の企
画についても説明する。

長いオリンピックの歴史のなかで、いちば
ん多く金メダルを獲得した選手は誰だろ
う。いくつの金メダルをとったのだろう。
多くの金メダルにかがやく「ナイト」の称
号を得たメダリストたちの物語を、写真と
いっしょに紹介する。

経験も人脈も豊富な男たちは、それぞれの職
場で鬱屈を抱えていた。そして、かつての辣
腕たちに、ふたたび己を試す挑戦の場がめ
ぐってくる…。再起にかける男たちを描く経済
小説。『クレームの迷路』『埴輪の営業マン』　
『売れ残った城』『人の住む郷』など。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

大砲鋳造・火薬製造に関する文書（乾一與氏所蔵）

フライデータイム開催中！フライデータイム開催中！
夏休み期間中、毎週金曜日は延長開館しています。
　開 館 日　8/3、10、17、24、31
　開館時間　9:30 ～ 19:30
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今
年
も
発
見
！

今
年
も
発
見
！

　

赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア
カ
ネ
）
の

　

赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア
カ
ネ
）
の

移
動
ル
ー
ト
確
認
さ
れ
る

移
動
ル
ー
ト
確
認
さ
れ
る

　
　
　

国
内
で
２
例
目　

貴
重
な
発
見

　

６
月
か
ら
市
内
小
学
校
児
童
と
市
民
調
査

員
合
わ
せ
て
約
4
0
0
人
が
参
加
し
、
赤
と

ん
ぼ
に
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
で
そ
の
移
動

ル
ー
ト
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
赤
兎
山
山
頂
付
近
で
翅は
ね

に
マ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア
カ
ネ
）
１

個
体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
調
査
に
続
い
て
国
内
２

例
目
で
、
昨
年
の
発
見
場
所
で
あ
る
法
恩
寺

山
山
頂
よ
り
も
、
さ
ら
に
距
離
の
離
れ
た
地

点
で
の
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

発
見
の
状
況
な
ど

●
発
見
者　
　

荒
土
小
学
校　

大
塚
教
諭

●
発
見
日　
　

７
月
16
日
（
月
・
祝
）

●
発
見
場
所　

赤
兎
山
山
頂
付
近

● 

発
見
時
の
様
子　

山
頂
で
60
匹
の
赤
と
ん

ぼ
に
確
認
と
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い

て
、
そ
の
中
の
1
匹
に
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
も
の
を
発
見
し
た

● 
発
見
さ
れ
た
赤
と
ん
ぼ　

左
翅
に
黄
色
で

小
さ
な
○
が
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た

● 

マ
ー
キ
ン
グ
の
色
と
位
置
か
ら
、
６
月
18

日
〜
22
日
の
間
に
三
室
小
学
校
で
マ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
も
の
と
確
認
で
き
る

発
見
の
意
義

● 

平
地
か
ら
高
度
1
0
0
0
m
以
上
の
山
地

へ
の
ア
キ
ア
カ
ネ
の
移
動
確
認
は
、
全
国

で
２
例
目

● 

昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
マ
ー
ク
し
た
地
点
か

ら
遠
距
離
、
か
つ
高
地
で
の
再
捕
獲

● 

小
学
生
が
捕
獲
・
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
ア
キ

ア
カ
ネ
を
、
教
員
が
発
見
し
た
と
い
う
連

携
● 

市
民
4
0
0
人
体
制
で
行
っ
た
調
査
で

の
、
一
つ
の
大
き
な
成
果

守
る
べ
き
自
然
環
境

　

今
回
の
発
見
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
賜
物
で
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
勝
山
市
で
は
当
た

り
前
の
赤
と
ん
ぼ
の
舞
う
風
景
が
、
実
は
と

て
も
貴
重
な
自
然
環
境
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、

後
世
へ
残
す
た
め
に
、
守
る
べ
き
自
然
で
あ

る
こ
と
を
、
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 捕獲された赤とんぼ

赤丸の中がマーキング箇所

毎
年
、
野
向
町
区
長
会
主
催
で
行
わ

れ
て
い
る
越
前
甲
登
山
。
今
年
は
7
月
22

日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

1
0
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

越
前
甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
と
は

　

今
年
度
か
ら
エ
コ
協
に
参
加
さ
れ
て
い

る
「
越
前
甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、
越

前
甲
か
ら
流
れ
落
ち
る
名
勝
「
八
反
滝
」

ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
や
国

道
4
1
6
号
の
開
通
を
視
野
に
入
れ
た
周

辺
整
備
を
行
い
、
歴
史
あ
る
野
向
町
の
魅

力
の
再
発
見
を
目
指
す
団
体
と
し
て
設
立

さ
れ
、
今
年
度
の
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事

業
の
助
成
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
今
回
の
登
山
開
催
に
合

わ
せ
て「
八
反
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
雪

崩
を
回
避
す
る
た
め
に
斜
面
を
削
る
よ
う

な
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
足
元

は
ス
ニ
ー
カ
ー
で

歩
い
て
も
大
丈
夫

な
く
ら
い
で
、
登

山
道
か
ら
数
分
で

八
反
滝
を
近
く
ま

で
見
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

越
前
甲
登
山
の
様
子

　

こ
の
日
の
八
反
滝
は
、
前
日
の
大
雨
で

水
量
が
あ
り
、
約
20
メ
ー
ト
ル
を
落
下
す

る
姿
は
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
八
反
滝
を
見
た
後
、
登
山
道

に
再
び
戻
り
、
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

登
山
道
は
雨
の
翌
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
時
に
は
ロ
ー
プ
に
掴
ま
る
な
ど
、
滑

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
登
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
2
時
間
で
山
頂
に
着
き
ま
し
た
。
山

頂
で
は
、
ガ
ス
の
晴
れ
間
か
ら
少
し
だ
け

市
内
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
開

　

同
ク
ラ
ブ
と
野
向
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案

内
看
板
の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
推
進
委
員
会
は
、
夏
祭
り
の

際
に
9
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
の
野
向
町
活
性

交
流
セ
ン
タ
ー
「
の
む
き
風
の
郷
」
の

P
R
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

広
報
委
員
長　

小
玉　

理
恵

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
1
1
1
5
）

越
前
甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
が

八
反
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

整
備


